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戦後処理

　○ 本部港 (本部地区 )港湾改修事業

＜①石垣市内において発見された250kg 不発弾 ( 平成 28年 11月 )＞

＜②発見された不発弾を識別する自衛隊員＞

＜対馬丸記念館　外観＞ ＜対馬丸記念館　展示室＞ ＜平和学習 (語り部による講話 )＞

＜③不発弾処理のため土のうで防護壁を設置＞

不発弾等対策事業
　先の大戦において激しい戦闘が行われた沖縄県には、未だに多くの不発弾等が埋没していると推定されており、
その処理が課題となっています。
  これまで沖縄県で復帰後処理された不発弾等は平成28年度末時点で36,762件、総重量で2,015トンとなり、戦
後72年を経過した今日でも、不発弾等の発見件数は依然として高い水準にあります。
  内閣府では沖縄における不発弾等対策は県民の生命と財産を守る大切な事業と位置付けており、平成29年度は
約28億円かけてその処理にあたっています。　　

対馬丸平和祈念事業
　遺族や生存者の高齢化が進む中、沖縄戦の悲劇の象徴である対馬丸事件（※）を後世に伝え、対馬丸遭難学童へ
の哀悼と平和を祈念するため、内閣府では、公益財団法人対馬丸記念会が実施する次の事業について、平成14年
度より沖縄県を通じて補助（補助率10/10）を行っています。
　　①　生存者等（語り部）による体験の語り伝え
　　②　対馬丸等の関連資料を収集・展示する特別展の運営
　　③　対馬丸事件等を通して学校等と連携して行う平和学習の推進
＜対馬丸事件＞
　昭和19年８月22日、沖縄から九州方面へ疎開する学童等1,788名を乗せて航行中の学童疎開船対馬丸が、鹿児島県悪石島
(あくせきじま)沖で米軍潜水艦の攻撃を受けて沈没し、学童784名、引率教師（訓導・世話人）30名、付添者等668名、計1,482
名（学童784名、一般698名）が死亡

　○ 本部港 (本部地区 )港湾改修事業

   不発弾らしきものを発見した場合は、「1.さわらない　2.うご
かさない　3.警察に連絡する」の三原則の遵守をお願いいたし
ます。

   内閣府では、沖縄県内で住宅等の新築・建て替え等を予定し
ている人や事業者の方を対象に、建設予定地の磁気探査費用を
補助しています。磁気探査費用の補助を希望される方は、各市町
村の防災担当窓口へお申し込み下さい。
｠
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　対馬丸記念館では、対馬丸事件を後世に伝え、遭難学童への哀悼と平和
を祈念するため、沖縄戦と対馬丸撃沈までの経緯、犠牲者の名簿・遺影・遺
品（ランドセル、手紙など）、証言映像等で船倉内や漂流の状況の再現等が
展示されています。 

＜対馬丸記念館＞
 〒900-0031　　
沖縄県那覇市若狭1-25-37（旭ヶ丘公園内）
Tel.　098-941-3515

離島振興の取組

　沖縄は、広大な海域に点在（東西約 1,000km、
南北約 400km）する島々から構成されており、39
の離島に人口約 13 万人が暮らしています。沖縄の
離島は、我が国の領海、海洋環境の保全等に重要な
役割を担っている一方で、人口は減少傾向にあるな
ど、厳しい環境が継続しています。
　そのため、平成 29 年度から「沖縄離島活性化推
進事業」により、持続可能な地域社会の形成に向け

て、頑張る離島市町村の先導的な取組を支援するこ
ととしています。｠
　また、一括交付金を活用して、 引き続き、離島にお
ける医師の確保の支援や航空運賃・船賃を低減する
ための支援を行うとともに、情報格差解消に向けて、
高速大容量の海底光ケーブルの整備とともに、離島ブ
ロードバンドの整備を推進することで、離島の基礎的
な生活条件の整備を進めています。

　離島地区において、本島都市部との情報格差を是正するため、
本島と各離島を結ぶ高速大容量の海底光ケーブルを整備。

離島地区情報通信基盤整備推進事業

　離島の隔絶性を克服できるＩＣＴを活用した通信教育など、地域の実情を踏まえた上で沖縄独自の人材育
成の取組を進めます。

離島の教育（遠隔授業）

家庭学習支援モデル事業【与那国町】 ＜沖縄の通信制高校の例＞

※新設ルートは沖縄振興特別推進交付金（ソフト交付金）を活用

久米島ループ
計170 km

先島ループ
計690 km

約 860 km

新設ルート
既設ルート

海底光ケーブル

190km

100km

400km

86km 58km

25km

（410km）

久米島

粟国島

伊平屋島

伊是名島
伊江島

渡名喜島

座間味島 渡嘉敷島

北大東島

南大東島

宮古島多良間島石垣島
西表島

与那国島

波照間島
黒島

　離島で塾がない状況の中、学力の向上を図るため、
小中学校の希望者に対し、東京の塾とオンライン双方
向授業を行う「町営塾」を開設しました。

・県立　泊高等学校（那覇市）
（生徒数 1,496 名（H29.5 現在）、昭和 52 年に小
禄高校から移管）
・私立　八洲学園大学国際高等学校（本部町）
（生徒数　977名（H29.5 現在） 、平成 12年開校）
・私立　角川ドワンゴ学園Ｎ高等学校（うるま市）
（生徒数 3,782 名（H29.4 現在） 、平成 28年開校）

【大教室でのスクーリング】（県立泊高校）
 

【ＩＴを活用した遠隔授業】（Ｎ高等学校）　　　　　　　　
※上記は通信制高校の例であり、文部科学省の補助制度等により運営されている。


